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○

天
皇
の
退
位
等
に
関
す
る
皇
室
典
範
特
例
法
（
平
成
二
十
九
年
法
律
第
六
十
三
号
）
（
抄
）

（
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
天
皇
陛
下
が
、
昭
和
六
十
四
年
一
月
七
日
の
御
即
位
以
来
二
十
八
年
を
超
え
る
長
期
に
わ
た
り
、
国
事
行
為
の
ほ
か
、
全
国
各
地
へ
の

御
訪
問
、
被
災
地
の
お
見
舞
い
を
は
じ
め
と
す
る
象
徴
と
し
て
の
公
的
な
御
活
動
に
精
励
し
て
こ
ら
れ
た
中
、
八
十
三
歳
と
御
高
齢
に
な
ら
れ
、
今
後
こ
れ
ら

の
御
活
動
を
天
皇
と
し
て
自
ら
続
け
ら
れ
る
こ
と
が
困
難
と
な
る
こ
と
を
深
く
案
じ
て
お
ら
れ
る
こ
と
、
こ
れ
に
対
し
、
国
民
は
、
御
高
齢
に
至
る
ま
で
こ
れ

ら
の
御
活
動
に
精
励
さ
れ
て
い
る
天
皇
陛
下
を
深
く
敬
愛
し
、
こ
の
天
皇
陛
下
の
お
気
持
ち
を
理
解
し
、
こ
れ
に
共
感
し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
皇
嗣
で
あ

る
皇
太
子
殿
下
は
、
五
十
七
歳
と
な
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
国
事
行
為
の
臨
時
代
行
等
の
御
公
務
に
長
期
に
わ
た
り
精
勤
さ
れ
て
お
ら
れ
る
こ
と
と
い
う
現
下
の
状

況
に
鑑
み
、
皇
室
典
範
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
三
号
）
第
四
条
の
規
定
の
特
例
と
し
て
、
天
皇
陛
下
の
退
位
及
び
皇
嗣
の
即
位
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、
天

皇
陛
下
の
退
位
後
の
地
位
そ
の
他
の
退
位
に
伴
い
必
要
と
な
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
天
皇
の
退
位
及
び
皇
嗣
の
即
位
）

第
二
条

天
皇
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
限
り
、
退
位
し
、
皇
嗣
が
、
直
ち
に
即
位
す
る
。

（
上
皇
）

第
三
条

前
条
の
規
定
に
よ
り
退
位
し
た
天
皇
は
、
上
皇
と
す
る
。

２

上
皇
の
敬
称
は
、
陛
下
と
す
る
。

３

上
皇
の
身
分
に
関
す
る
事
項
の
登
録
、
喪
儀
及
び
陵
墓
に
つ
い
て
は
、
天
皇
の
例
に
よ
る
。

４

上
皇
に
関
し
て
は
、
前
二
項
に
規
定
す
る
事
項
を
除
き
、
皇
室
典
範
（
第
二
条
、
第
二
十
八
条
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
三
十
条
第
二
項
を
除
く
。
）

に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
皇
族
の
例
に
よ
る
。

（
上
皇
后
）

第
四
条

上
皇
の
后
は
、
上
皇
后
と
す
る
。

２

上
皇
后
に
関
し
て
は
、
皇
室
典
範
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
皇
太
后
の
例
に
よ
る
。

（
皇
位
継
承
後
の
皇
嗣
）

第
五
条

第
二
条
の
規
定
に
よ
る
皇
位
の
継
承
に
伴
い
皇
嗣
と
な
っ
た
皇
族
に
関
し
て
は
、
皇
室
典
範
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
皇
太
子
の
例
に
よ
る
。
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附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
並
び
に
次
項
、

次
条
、
附
則
第
八
条
及
び
附
則
第
九
条
の
規
定
は
公
布
の
日
か
ら
、
附
則
第
十
条
及
び
第
十
一
条
の
規
定
は
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
の
翌
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

前
項
の
政
令
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
内
閣
総
理
大
臣
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
皇
室
会
議
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
こ
の
法
律
の
失
効
）

第
二
条

こ
の
法
律
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
以
前
に
皇
室
典
範
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
皇
位
の
継
承
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

（
皇
室
典
範
の
一
部
改
正
）

第
三
条

皇
室
典
範
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

こ
の
法
律
の
特
例
と
し
て
天
皇
の
退
位
に
つ
い
て
定
め
る
天
皇
の
退
位
等
に
関
す
る
皇
室
典
範
特
例
法
（
平
成
二
十
九
年
法
律
第
六
十
三
号
）
は
、
こ
の

法
律
と
一
体
を
成
す
も
の
で
あ
る
。

（
上
皇
に
関
す
る
他
の
法
令
の
適
用
）

第
四
条

上
皇
に
関
し
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
天
皇
の
例
に
よ
る
。

一

刑
法
（
明
治
四
十
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
二
編
第
三
十
四
章
の
罪
に
係
る
告
訴
及
び
検
察
審
査
会
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
四
十
七
号
）
の
規
定

に
よ
る
検
察
審
査
員
の
職
務

二

前
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
皇
室
経
済
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
四
号
）
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
法
令
に
定
め
る
事
項

２

上
皇
に
関
し
て
は
、
前
項
に
規
定
す
る
事
項
の
ほ
か
、
警
察
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
法
令
に
定
め
る
事
項
に

つ
い
て
は
、
皇
族
の
例
に
よ
る
。

３

上
皇
の
御
所
は
、
国
会
議
事
堂
、
内
閣
総
理
大
臣
官
邸
そ
の
他
の
国
の
重
要
な
施
設
等
、
外
国
公
館
等
及
び
原
子
力
事
業
所
の
周
辺
地
域
の
上
空
に
お
け
る

小
型
無
人
機
等
の
飛
行
の
禁
止
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
九
号
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
二
条
第
一
項
第
一
号
ホ
に
掲
げ
る
施

設
と
み
な
す
。
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（
上
皇
后
に
関
す
る
他
の
法
令
の
適
用
）

第
五
条

上
皇
后
に
関
し
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
皇
太
后
の
例
に
よ
る
。

一

刑
法
第
二
編
第
三
十
四
章
の
罪
に
係
る
告
訴
及
び
検
察
審
査
会
法
の
規
定
に
よ
る
検
察
審
査
員
の
職
務

二

前
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
皇
室
経
済
法
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
法
令
に
定
め
る
事
項

（
皇
位
継
承
後
の
皇
嗣
に
関
す
る
皇
室
経
済
法
等
の
適
用
）

第
六
条

第
二
条
の
規
定
に
よ
る
皇
位
の
継
承
に
伴
い
皇
嗣
と
な
っ
た
皇
族
に
対
し
て
は
、
皇
室
経
済
法
第
六
条
第
三
項
第
一
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
条

第
一
項
の
皇
族
費
の
う
ち
年
額
に
よ
る
も
の
と
し
て
、
同
項
の
定
額
の
三
倍
に
相
当
す
る
額
の
金
額
を
毎
年
支
出
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

皇
室
経
済
法
施
行
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
十
三
号
）
第
十
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
一
項
中
「
第
四
項
」
と
あ
る
の
は
、
「
第
四
項
並

び
に
天
皇
の
退
位
等
に
関
す
る
皇
室
典
範
特
例
法
（
平
成
二
十
九
年
法
律
第
六
十
三
号
）
附
則
第
六
条
第
一
項
前
段
」
と
す
る
。

２

附
則
第
四
条
第
三
項
の
規
定
は
、
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
皇
位
の
継
承
に
伴
い
皇
嗣
と
な
っ
た
皇
族
の
御
在
所
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
贈
与
税
の
非
課
税
等
）

第
七
条

第
二
条
の
規
定
に
よ
り
皇
位
の
継
承
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
皇
室
経
済
法
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
皇
位
と
と
も
に
皇
嗣
が
受
け
た
物
に
つ
い
て
は
、

贈
与
税
を
課
さ
な
い
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
贈
与
税
を
課
さ
な
い
こ
と
と
さ
れ
た
物
に
つ
い
て
は
、
相
続
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
七
十
三
号
）
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
は

、
適
用
し
な
い
。

（
意
見
公
募
手
続
等
の
適
用
除
外
）

第
八
条

次
に
掲
げ
る
政
令
を
定
め
る
行
為
に
つ
い
て
は
、
行
政
手
続
法
（
平
成
五
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
六
章
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

一

第
二
条
の
規
定
に
よ
る
皇
位
の
継
承
に
伴
う
元
号
法
（
昭
和
五
十
四
年
法
律
第
四
十
三
号
）
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
政
令

二

附
則
第
四
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
二
項
、
附
則
第
五
条
第
二
号
並
び
に
次
条
の
規
定
に
基
づ
く
政
令

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
九
条

こ
の
法
律
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。
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○

皇
室
典
範
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
三
号
）

第
一
条

皇
位
は
、
皇
統
に
属
す
る
男
系
の
男
子
が
、
こ
れ
を
継
承
す
る
。

第
二
条

皇
位
は
、
左
の
順
序
に
よ
り
、
皇
族
に
、
こ
れ
を
伝
え
る
。

一

皇
長
子

二

皇
長
孫

三

そ
の
他
の
皇
長
子
の
子
孫

四

皇
次
子
及
び
そ
の
子
孫

五

そ
の
他
の
皇
子
孫

六

皇
兄
弟
及
び
そ
の
子
孫

七

皇
伯
叔
父
及
び
そ
の
子
孫

②

前
項
各
号
の
皇
族
が
な
い
と
き
は
、
皇
位
は
、
そ
れ
以
上
で
、
最
近
親
の
系
統
の
皇
族
に
、
こ
れ
を
伝
え
る
。

③

前
二
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
長
系
を
先
に
し
、
同
等
内
で
は
、
長
を
先
に
す
る
。

第
三
条

皇
嗣
に
、
精
神
若
し
く
は
身
体
の
不
治
の
重
患
が
あ
り
、
又
は
重
大
な
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
皇
室
会
議
の
議
に
よ
り
、
前
条
に
定
め
る
順
序
に
従
つ
て

、
皇
位
継
承
の
順
序
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
条

天
皇
が
崩
じ
た
と
き
は
、
皇
嗣
が
、
直
ち
に
即
位
す
る
。

第
五
条

皇
后
、
太
皇
太
后
、
皇
太
后
、
親
王
、
親
王
妃
、
内
親
王
、
王
、
王
妃
及
び
女
王
を
皇
族
と
す
る
。

第
六
条

嫡
出
の
皇
子
及
び
嫡
男
系
嫡
出
の
皇
孫
は
、
男
を
親
王
、
女
を
内
親
王
と
し
、
三
世
以
下
の
嫡
男
系
嫡
出
の
子
孫
は
、
男
を
王
、
女
を
女
王
と
す
る
。

第
七
条

王
が
皇
位
を
継
承
し
た
と
き
は
、
そ
の
兄
弟
姉
妹
た
る
王
及
び
女
王
は
、
特
に
こ
れ
を
親
王
及
び
内
親
王
と
す
る
。
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第
八
条

皇
嗣
た
る
皇
子
を
皇
太
子
と
い
う
。
皇
太
子
の
な
い
と
き
は
、
皇
嗣
た
る
皇
孫
を
皇
太
孫
と
い
う
。

第
九
条

天
皇
及
び
皇
族
は
、
養
子
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
十
条

立
后
及
び
皇
族
男
子
の
婚
姻
は
、
皇
室
会
議
の
議
を
経
る
こ
と
を
要
す
る
。

第
十
一
条

年
齢
十
五
年
以
上
の
内
親
王
、
王
及
び
女
王
は
、
そ
の
意
思
に
基
き
、
皇
室
会
議
の
議
に
よ
り
、
皇
族
の
身
分
を
離
れ
る
。

②

親
王
（
皇
太
子
及
び
皇
太
孫
を
除
く
。
）
、
内
親
王
、
王
及
び
女
王
は
、
前
項
の
場
合
の
外
、
や
む
を
得
な
い
特
別
の
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
皇
室
会
議
の
議

に
よ
り
、
皇
族
の
身
分
を
離
れ
る
。

第
十
二
条

皇
族
女
子
は
、
天
皇
及
び
皇
族
以
外
の
者
と
婚
姻
し
た
と
き
は
、
皇
族
の
身
分
を
離
れ
る
。

第
十
三
条

皇
族
の
身
分
を
離
れ
る
親
王
又
は
王
の
妃
並
び
に
直
系
卑
属
及
び
そ
の
妃
は
、
他
の
皇
族
と
婚
姻
し
た
女
子
及
び
そ
の
直
系
卑
属
を
除
き
、
同
時
に
皇

族
の
身
分
を
離
れ
る
。
但
し
、
直
系
卑
属
及
び
そ
の
妃
に
つ
い
て
は
、
皇
室
会
議
の
議
に
よ
り
、
皇
族
の
身
分
を
離
れ
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
四
条

皇
族
以
外
の
女
子
で
親
王
妃
又
は
王
妃
と
な
つ
た
者
が
、
そ
の
夫
を
失
つ
た
と
き
は
、
そ
の
意
思
に
よ
り
、
皇
族
の
身
分
を
離
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

②

前
項
の
者
が
、
そ
の
夫
を
失
つ
た
と
き
は
、
同
項
に
よ
る
場
合
の
外
、
や
む
を
得
な
い
特
別
の
事
由
が
あ
る
と
き
は
、
皇
室
会
議
の
議
に
よ
り
、
皇
族
の
身
分

を
離
れ
る
。

③

第
一
項
の
者
は
、
離
婚
し
た
と
き
は
、
皇
族
の
身
分
を
離
れ
る
。

④

第
一
項
及
び
前
項
の
規
定
は
、
前
条
の
他
の
皇
族
と
婚
姻
し
た
女
子
に
、
こ
れ
を
準
用
す
る
。

第
十
五
条

皇
族
以
外
の
者
及
び
そ
の
子
孫
は
、
女
子
が
皇
后
と
な
る
場
合
及
び
皇
族
男
子
と
婚
姻
す
る
場
合
を
除
い
て
は
、
皇
族
と
な
る
こ
と
が
な
い
。

第
十
六
条

天
皇
が
成
年
に
達
し
な
い
と
き
は
、
摂
政
を
置
く
。

②

天
皇
が
、
精
神
若
し
く
は
身
体
の
重
患
又
は
重
大
な
事
故
に
よ
り
、
国
事
に
関
す
る
行
為
を
み
ず
か
ら
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
皇
室
会
議
の
議
に
よ

り
、
摂
政
を
置
く
。
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第
十
七
条

摂
政
は
、
左
の
順
序
に
よ
り
、
成
年
に
達
し
た
皇
族
が
、
こ
れ
に
就
任
す
る
。

一

皇
太
子
又
は
皇
太
孫

二

親
王
及
び
王

三

皇
后

四

皇
太
后

五

太
皇
太
后

六

内
親
王
及
び
女
王

②

前
項
第
二
号
の
場
合
に
お
い
て
は
、
皇
位
継
承
の
順
序
に
従
い
、
同
項
第
六
号
の
場
合
に
お
い
て
は
、
皇
位
継
承
の
順
序
に
準
ず
る
。

第
十
八
条

摂
政
又
は
摂
政
と
な
る
順
位
に
あ
た
る
者
に
、
精
神
若
し
く
は
身
体
の
重
患
が
あ
り
、
又
は
重
大
な
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
皇
室
会
議
の
議
に
よ
り
、

前
条
に
定
め
る
順
序
に
従
つ
て
、
摂
政
又
は
摂
政
と
な
る
順
序
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
九
条

摂
政
と
な
る
順
位
に
あ
た
る
者
が
、
成
年
に
達
し
な
い
た
め
、
又
は
前
条
の
故
障
が
あ
る
た
め
に
、
他
の
皇
族
が
、
摂
政
と
な
つ
た
と
き
は
、
先
順
位

に
あ
た
つ
て
い
た
皇
族
が
、
成
年
に
達
し
、
又
は
故
障
が
な
く
な
つ
た
と
き
で
も
、
皇
太
子
又
は
皇
太
孫
に
対
す
る
場
合
を
除
い
て
は
、
摂
政
の
任
を
譲
る
こ
と

が
な
い
。

第
二
十
条

第
十
六
条
第
二
項
の
故
障
が
な
く
な
つ
た
と
き
は
、
皇
室
会
議
の
議
に
よ
り
、
摂
政
を
廃
す
る
。

第
二
十
一
条

摂
政
は
、
そ
の
在
任
中
、
訴
追
さ
れ
な
い
。
但
し
、
こ
れ
が
た
め
、
訴
追
の
権
利
は
、
害
さ
れ
な
い
。

第
二
十
二
条

天
皇
、
皇
太
子
及
び
皇
太
孫
の
成
年
は
、
十
八
年
と
す
る
。

第
二
十
三
条

天
皇
、
皇
后
、
太
皇
太
后
及
び
皇
太
后
の
敬
称
は
、
陛
下
と
す
る
。

②

前
項
の
皇
族
以
外
の
皇
族
の
敬
称
は
、
殿
下
と
す
る
。

第
二
十
四
条

皇
位
の
継
承
が
あ
つ
た
と
き
は
、
即
位
の
礼
を
行
う
。
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第
二
十
五
条

天
皇
が
崩
じ
た
と
き
は
、
大
喪
の
礼
を
行
う
。

第
二
十
六
条

天
皇
及
び
皇
族
の
身
分
に
関
す
る
事
項
は
、
こ
れ
を
皇
統
譜
に
登
録
す
る
。

第
二
十
七
条

天
皇
、
皇
后
、
太
皇
太
后
及
び
皇
太
后
を
葬
る
所
を
陵
、
そ
の
他
の
皇
族
を
葬
る
所
を
墓
と
し
、
陵
及
び
墓
に
関
す
る
事
項
は
、
こ
れ
を
陵
籍
及
び

墓
籍
に
登
録
す
る
。

第
二
十
八
条

皇
室
会
議
は
、
議
員
十
人
で
こ
れ
を
組
織
す
る
。

②

議
員
は
、
皇
族
二
人
、
衆
議
院
及
び
参
議
院
の
議
長
及
び
副
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、
宮
内
庁
の
長
並
び
に
最
高
裁
判
所
の
長
た
る
裁
判
官
及
び
そ
の
他
の
裁

判
官
一
人
を
以
て
、
こ
れ
に
充
て
る
。

③

議
員
と
な
る
皇
族
及
び
最
高
裁
判
所
の
長
た
る
裁
判
官
以
外
の
裁
判
官
は
、
各
々
成
年
に
達
し
た
皇
族
又
は
最
高
裁
判
所
の
長
た
る
裁
判
官
以
外
の
裁
判
官
の

互
選
に
よ
る
。

第
二
十
九
条

内
閣
総
理
大
臣
た
る
議
員
は
、
皇
室
会
議
の
議
長
と
な
る
。

第
三
十
条

皇
室
会
議
に
、
予
備
議
員
十
人
を
置
く
。

②

皇
族
及
び
最
高
裁
判
所
の
裁
判
官
た
る
議
員
の
予
備
議
員
に
つ
い
て
は
、
第
二
十
八
条
第
三
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

③

衆
議
院
及
び
参
議
院
の
議
長
及
び
副
議
長
た
る
議
員
の
予
備
議
員
は
、
各
々
衆
議
院
及
び
参
議
院
の
議
員
の
互
選
に
よ
る
。

④

前
二
項
の
予
備
議
員
の
員
数
は
、
各
々
そ
の
議
員
の
員
数
と
同
数
と
し
、
そ
の
職
務
を
行
う
順
序
は
、
互
選
の
際
、
こ
れ
を
定
め
る
。

⑤

内
閣
総
理
大
臣
た
る
議
員
の
予
備
議
員
は
、
内
閣
法
の
規
定
に
よ
り
臨
時
に
内
閣
総
理
大
臣
の
職
務
を
行
う
者
と
し
て
指
定
さ
れ
た
国
務
大
臣
を
以
て
、
こ
れ

に
充
て
る
。

⑥

宮
内
庁
の
長
た
る
議
員
の
予
備
議
員
は
、
内
閣
総
理
大
臣
の
指
定
す
る
宮
内
庁
の
官
吏
を
以
て
、
こ
れ
に
充
て
る
。

⑦

議
員
に
事
故
の
あ
る
と
き
、
又
は
議
員
が
欠
け
た
と
き
は
、
そ
の
予
備
議
員
が
、
そ
の
職
務
を
行
う
。
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第
三
十
一
条

第
二
十
八
条
及
び
前
条
に
お
い
て
、
衆
議
院
の
議
長
、
副
議
長
又
は
議
員
と
あ
る
の
は
、
衆
議
院
が
解
散
さ
れ
た
と
き
は
、
後
任
者
の
定
ま
る
ま
で

は
、
各
々
解
散
の
際
衆
議
院
の
議
長
、
副
議
長
又
は
議
員
で
あ
つ
た
者
と
す
る
。

第
三
十
二
条

皇
族
及
び
最
高
裁
判
所
の
長
た
る
裁
判
官
以
外
の
裁
判
官
た
る
議
員
及
び
予
備
議
員
の
任
期
は
、
四
年
と
す
る
。

第
三
十
三
条

皇
室
会
議
は
、
議
長
が
、
こ
れ
を
招
集
す
る
。

②

皇
室
会
議
は
、
第
三
条
、
第
十
六
条
第
二
項
、
第
十
八
条
及
び
第
二
十
条
の
場
合
に
は
、
四
人
以
上
の
議
員
の
要
求
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
招
集
す
る
こ
と

を
要
す
る
。

第
三
十
四
条

皇
室
会
議
は
、
六
人
以
上
の
議
員
の
出
席
が
な
け
れ
ば
、
議
事
を
開
き
議
決
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
三
十
五
条

皇
室
会
議
の
議
事
は
、
第
三
条
、
第
十
六
条
第
二
項
、
第
十
八
条
及
び
第
二
十
条
の
場
合
に
は
、
出
席
し
た
議
員
の
三
分
の
二
以
上
の
多
数
で
こ
れ

を
決
し
、
そ
の
他
の
場
合
に
は
、
過
半
数
で
こ
れ
を
決
す
る
。

②

前
項
後
段
の
場
合
に
お
い
て
、
可
否
同
数
の
と
き
は
、
議
長
の
決
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
三
十
六
条

議
員
は
、
自
分
の
利
害
に
特
別
の
関
係
の
あ
る
議
事
に
は
、
参
与
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
三
十
七
条

皇
室
会
議
は
、
こ
の
法
律
及
び
他
の
法
律
に
基
く
権
限
の
み
を
行
う
。

附

則

①

こ
の
法
律
は
、
日
本
国
憲
法
施
行
の
日
か
ら
、
こ
れ
を
施
行
す
る
。

②

現
在
の
皇
族
は
、
こ
の
法
律
に
よ
る
皇
族
と
し
、
第
六
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
嫡
男
系
嫡
出
の
者
と
す
る
。

③

現
在
の
陵
及
び
墓
は
、
こ
れ
を
第
二
十
七
条
の
陵
及
び
墓
と
す
る
。
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○

皇
室
経
済
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
四
号
）
（
抄
）

第
二
条

左
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
度
ご
と
に
国
会
の
議
決
を
経
な
く
て
も
、
皇
室
に
財
産
を
譲
り
渡
し
、
又
は
皇
室
が
財
産
を
譲
り

受
け
、
若
し
く
は
賜
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
～
三

（
略
）

四

前
各
号
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
外
、
毎
年
四
月
一
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
内
に
、
皇
室
が
な
す
賜
与
又
は
譲
受
に
係
る
財
産
の
価
額
が
、

別
に
法
律
で
定
め
る
一
定
価
額
に
達
す
る
に
至
る
ま
で
の
場
合

第
四
条

内
廷
費
は
、
天
皇
並
び
に
皇
后
、
太
皇
太
后
、
皇
太
后
、
皇
太
子
、
皇
太
子
妃
、
皇
太
孫
、
皇
太
孫
妃
及
び
内
廷
に
あ
る
そ
の
他
の
皇
族
の
日
常
の
費
用

そ
の
他
内
廷
諸
費
に
充
て
る
も
の
と
し
、
別
に
法
律
で
定
め
る
定
額
を
、
毎
年
支
出
す
る
も
の
と
す
る
。

②
～
④

（
略
）

○

皇
室
経
済
法
施
行
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
十
三
号
）
（
抄
）

第
二
条

法
第
二
条
第
四
号
の
一
定
価
額
は
、
左
の
各
号
に
よ
る
。

一

天
皇
及
び
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
皇
族
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
者
を
通
じ
て
、
賜
与
の
価
額
は
千
八
百
万
円
、
譲
受
の
価
額
は
六
百
万
円
と
す
る
。

二

前
号
以
外
の
皇
族
に
つ
い
て
は
、
賜
与
及
び
譲
受
の
価
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
百
六
十
万
円
と
す
る
。
た
だ
し
、
成
年
に
達
し
な
い
皇
族
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
三
十
五
万
円
と
す
る
。

○

関
税
定
率
法
（
明
治
四
十
三
年
法
律
第
五
十
四
号
）
（
抄
）

（
無
条
件
免
税
）

第
十
四
条

次
に
掲
げ
る
貨
物
で
輸
入
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
関
税
を
免
除
す
る
。

一

天
皇
及
び
内
廷
に
あ
る
皇
族
の
用
に
供
さ
れ
る
物
品

二
～
十
八

（
略
）
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○

外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
二
十
八
号
）
（
抄
）

（
輸
入
の
承
認
）

第
五
十
二
条

外
国
貿
易
及
び
国
民
経
済
の
健
全
な
発
展
を
図
る
た
め
、
我
が
国
が
締
結
し
た
条
約
そ
の
他
の
国
際
約
束
を
誠
実
に
履
行
す
る
た
め
、
国
際
平
和
の

た
め
の
国
際
的
な
努
力
に
我
が
国
と
し
て
寄
与
す
る
た
め
、
又
は
第
十
条
第
一
項
の
閣
議
決
定
を
実
施
す
る
た
め
、
貨
物
を
輸
入
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
政
令
で

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
輸
入
の
承
認
を
受
け
る
義
務
を
課
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

○

輸
入
貿
易
管
理
令
（
昭
和
二
十
四
年
政
令
第
四
百
十
四
号
）
（
抄
）

（
輸
入
の
承
認
）

第
四
条

貨
物
を
輸
入
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
手
続
に
従
い
、
経
済
産
業
大
臣
の
承
認
を

受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
三

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
輸
入
割
当
て
）

第
九
条

第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
輸
入
割
当
て
を
受
け
る
べ
き
も
の
と
し
て
公
表
さ
れ
た
品
目
の
貨
物
を
輸
入
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
経
済
産
業
大
臣
に
申

請
し
て
、
当
該
貨
物
の
輸
入
に
係
る
輸
入
割
当
て
を
受
け
た
後
で
な
け
れ
ば
、
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
輸
入
の
承
認
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ

し
、
輸
入
割
当
て
を
受
け
た
者
か
ら
輸
入
の
委
託
を
受
け
た
者
が
当
該
貨
物
を
輸
入
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
場
合
に
該
当
す

る
と
き
、
又
は
経
済
産
業
大
臣
の
確
認
を
受
け
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２
～
４

（
略
）
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（
特
例
）

第
十
四
条

第
四
条
及
び
第
九
条
の
規
定
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
適
用
し
な
い
。
た
だ
し
、
我
が
国
が
締
結
し
た
条
約
そ
の
他
の
国
際
約
束
を
誠
実
に
履
行

す
る
た
め
必
要
が
あ
る
場
合
と
し
て
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

別
表
第
一
に
掲
げ
る
貨
物
を
輸
入
し
よ
う
と
す
る
と
き
。

二
・
三

（
略
）

別
表
第
一
（
第
十
四
条
関
係
）

一
～
七

（
略
）

八

天
皇
及
び
内
廷
に
あ
る
皇
族
の
使
用
に
供
さ
れ
る
貨
物

九
～
二
十
二

（
略
）

○

警
察
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
（
抄
）

（
任
務
及
び
所
掌
事
務
）

第
五
条

国
家
公
安
委
員
会
は
、
国
の
公
安
に
係
る
警
察
運
営
を
つ
か
さ
ど
り
、
警
察
教
養
、
警
察
通
信
、
情
報
技
術
の
解
析
、
犯
罪
鑑
識
、
犯
罪
統
計
及
び
警
察

装
備
に
関
す
る
事
項
を
統
轄
し
、
並
び
に
警
察
行
政
に
関
す
る
調
整
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
個
人
の
権
利
と
自
由
を
保
護
し
、
公
共
の
安
全
と
秩
序
を
維
持
す
る

こ
と
を
任
務
と
す
る
。

２
・
３

（
略
）

４

国
家
公
安
委
員
会
は
、
第
一
項
の
任
務
を
達
成
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
事
務
に
つ
い
て
、
警
察
庁
を
管
理
す
る
。

一
～
十
五

（
略
）

十
六

皇
宮
警
察
に
関
す
る
こ
と
。

十
七
～
二
十
六

（
略
）

５
～
７

（
略
）
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（
皇
宮
警
察
本
部
）

第
二
十
九
条

警
察
庁
に
、
皇
宮
警
察
本
部
を
附
置
す
る
。

２

皇
宮
警
察
本
部
は
、
天
皇
及
び
皇
后
、
皇
太
子
そ
の
他
の
皇
族
の
護
衛
、
皇
居
及
び
御
所
の
警
備
そ
の
他
の
皇
宮
警
察
に
関
す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

３
～
５

（
略
）

（
経
費
）

第
三
十
七
条

都
道
府
県
警
察
に
要
す
る
次
に
掲
げ
る
経
費
で
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
国
庫
が
支
弁
す
る
。

一
～
七

（
略
）

八

国
の
公
安
に
係
る
犯
罪
そ
の
他
特
殊
の
犯
罪
の
捜
査
に
要
す
る
経
費

九
～
十
三

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
皇
宮
護
衛
官
の
階
級
、
職
務
等
）

第
六
十
九
条

（
略
）

２

皇
宮
護
衛
官
は
、
上
官
の
指
揮
監
督
を
受
け
、
皇
宮
警
察
の
事
務
を
執
行
す
る
。

３

皇
宮
護
衛
官
は
、
天
皇
及
び
皇
后
、
皇
太
子
そ
の
他
の
皇
族
の
生
命
、
身
体
若
し
く
は
財
産
に
対
す
る
罪
、
皇
室
用
財
産
に
対
す
る
罪
又
は
皇
居
、
御
所
そ
の

他
皇
室
用
財
産
で
あ
る
施
設
若
し
く
は
天
皇
及
び
皇
后
、
皇
太
子
そ
の
他
の
皇
族
の
宿
泊
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
施
設
に
お
け
る
犯
罪
に
つ
い
て
、
国
家
公
安
委

員
会
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
刑
事
訴
訟
法
の
規
定
に
よ
る
司
法
警
察
職
員
と
し
て
の
職
務
を
行
う
。

４
～
６

（
略
）

○

位
階
令
（
大
正
十
五
年
勅
令
第
三
百
二
十
五
号
）
（
抄
）

第
十
三
条

本
令
ハ
皇
族
、
王
族
及
公
族
ニ
之
ヲ
適
用
セ
ス
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○

地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
（
抄
）

（
固
定
資
産
税
の
非
課
税
の
範
囲
）

第
三
百
四
十
八
条

（
略
）

２

固
定
資
産
税
は
、
次
に
掲
げ
る
固
定
資
産
に
対
し
て
は
課
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
固
定
資
産
を
有
料
で
借
り
受
け
た
者
が
こ
れ
を
次
に
掲
げ
る
固

定
資
産
と
し
て
使
用
す
る
場
合
に
は
、
当
該
固
定
資
産
の
所
有
者
に
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
～
三
十
四

（
略
）

三
十
五

旅
客
鉄
道
株
式
会
社
及
び
日
本
貨
物
鉄
道
株
式
会
社
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
一
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
旅
客
会
社
、

旅
客
鉄
道
株
式
会
社
及
び
日
本
貨
物
鉄
道
株
式
会
社
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
六
十
一
号
。
第
三
百
四
十
九
条
の
三
第

十
九
項
に
お
い
て
「
平
成
十
三
年
旅
客
会
社
法
改
正
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
新
会
社
又
は
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
及
び
日
本
貨
物
鉄

道
株
式
会
社
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
三
十
六
号
）
附
則
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
新
会
社
（
第
五
項
に
お
い
て

「
旅
客
会
社
等
」
と
い
う
。
）
が
所
有
す
る
専
ら
皇
室
の
用
に
供
す
る
車
両
で
政
令
で
定
め
る
も
の

三
十
六
～
四
十
四

（
略
）

３
～

（
略
）

10

○

地
方
税
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
二
百
四
十
五
号
）
（
抄
）

（
法
第
三
百
四
十
八
条
第
二
項
第
三
十
五
号
の
車
両
）

第
五
十
一
条
の
十
五

法
第
三
百
四
十
八
条
第
二
項
第
三
十
五
号
に
規
定
す
る
専
ら
皇
室
の
用
に
供
す
る
車
両
で
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
無
償
で
専
ら
天
皇
及
び

皇
族
の
用
に
供
す
る
車
両
と
す
る
。
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○

警
察
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
五
十
一
号
）
（
抄
）

（
国
庫
が
支
弁
す
る
都
道
府
県
警
察
に
要
す
る
経
費
）

第
二
条

法
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る
経
費
で
、
国
庫
が
支
弁
す
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
～
七

（
略
）

八

次
に
掲
げ
る
犯
罪
の
捜
査
に
必
要
な
旅
費
、
物
件
費
、
捜
査
費
そ
の
他
の
経
費

イ

（
略
）

ロ

天
皇
又
は
皇
族
に
対
す
る
犯
罪

ハ
～
ナ

（
略
）

九
～
十
三

（
略
）

○

自
衛
隊
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
（
抄
）

（
国
賓
等
の
輸
送
）

第
百
条
の
五

防
衛
大
臣
は
、
国
の
機
関
か
ら
依
頼
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
自
衛
隊
の
任
務
遂
行
に
支
障
を
生
じ
な
い
限
度
に
お
い
て
、
航
空
機
に
よ
る
国
賓
、
内

閣
総
理
大
臣
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
者
（
次
項
に
お
い
て
「
国
賓
等
」
と
い
う
。
）
の
輸
送
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

２

（
略
）

○

自
衛
隊
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
七
十
九
号
）
（
抄
）

（
国
賓
等
の
範
囲
）

第
百
二
十
六
条
の
十
六

法
第
百
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

一

天
皇
及
び
皇
族

二
～
六

（
略
）
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○

国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
（
抄
）

（
採
用
試
験
に
お
け
る
対
象
官
職
及
び
種
類
並
び
に
採
用
試
験
に
よ
り
確
保
す
べ
き
人
材
）

第
四
十
五
条
の
二

採
用
試
験
は
、
次
に
掲
げ
る
官
職
を
対
象
と
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

三

係
員
の
官
職
の
う
ち
、
特
定
の
行
政
分
野
に
係
る
専
門
的
な
知
識
を
必
要
と
す
る
事
務
を
そ
の
職
務
と
す
る
官
職
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の

四

（
略
）

②
～
④

（
略
）

○

採
用
試
験
の
対
象
官
職
及
び
種
類
並
び
に
採
用
試
験
に
よ
り
確
保
す
べ
き
人
材
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
六
年
政
令
第
百
九
十
二
号
）
（
抄
）

（
採
用
試
験
に
お
け
る
対
象
官
職
）

第
一
条

（
略
）

２

法
第
四
十
五
条
の
二
第
一
項
第
三
号
の
政
令
で
定
め
る
官
職
は
、
係
員
の
官
職
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

天
皇
及
び
皇
后
、
皇
太
子
そ
の
他
の
皇
族
の
護
衛
、
皇
居
及
び
御
所
の
警
備
そ
の
他
の
皇
宮
警
察
の
分
野
に
係
る
専
門
的
な
知
識
を
必
要
と
す
る
事
務
を
そ

の
職
務
の
主
た
る
内
容
と
す
る
官
職

二
～
十
四

（
略
）

３
・
４

（
略
）

○

国
事
行
為
の
臨
時
代
行
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
八
十
三
号
）
（
抄
）

（
委
任
に
よ
る
臨
時
代
行
）

第
二
条

天
皇
は
、
精
神
若
し
く
は
身
体
の
疾
患
又
は
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
摂
政
を
置
く
べ
き
場
合
を
除
き
、
内
閣
の
助
言
と
承
認
に
よ
り
、
国
事
に
関
す
る
行

為
を
皇
室
典
範
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
三
号
）
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
摂
政
と
な
る
順
位
に
あ
た
る
皇
族
に
委
任
し
て
臨
時
に
代
行
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
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２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
の
皇
族
が
成
年
に
達
し
な
い
と
き
、
又
は
そ
の
皇
族
に
精
神
若
し
く
は
身
体
の
疾
患
若
し
く
は
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
天
皇
は

、
内
閣
の
助
言
と
承
認
に
よ
り
、
皇
室
典
範
第
十
七
条
に
定
め
る
順
序
に
従
つ
て
、
成
年
に
達
し
、
か
つ
、
故
障
が
な
い
他
の
皇
族
に
同
項
の
委
任
を
す
る
も
の

と
す
る
。


